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第２４８９回例会 ２０１２年11月19日（月）

・普通例会

司 会

斉 唱

本 日 の 出 席

本 日 の 欠 席

メ ー ク ア ッ プ

ビジター･ゲスト

ニコニコＢＯＸ

坂口芳一会場監督

我等の生業

出席率 会員52人 出席41人 出席率 78.85％

国森和麿、近藤峯世、片庭孝暁、汐川泰晴、細川博司、佐藤和彦、深尾幸夫、
森竹忠廣、山口哲雄、藤吉敏博

大野裕一郎会員（北海道社会貢献賞受賞、本山忠之会員（誕生祝）、
森竹忠廣会員（パークゴルフ年間優勝） 累計172,000円

●11日５日（月） 例会、理事会

●11月12日（月） 例会

●11月19日（月） 例会

●11月26日（月） 夜間例会

●12日３日（月） 例会、年次総会、理事会

●12月10日（月） ファミリーパーティー

●12月17日（月） 例会

●12月24日（月） 休会（法定休日）
●12月31日（月） 特別休会

■ ■12月例会日

今日のプログラム

前回 （11月12日） の記録 ・普通例会 ・会員卓話

例会場／士別グランドホテル
例会日／毎週月曜日 12:10～13:10
事務所／士別グランドホテル TEL 0165-23-1234
会 長／尾崎 学 副会長／千葉繁夫

幹 事／泉谷 勇
URL http://www.douhoku.jp/sibeturc/

2012-2013年度国際ロータリーのテーマ

2012-2013年度士別ロータリーのテーマ

奉仕の心を大切に 平和の絆を広げよう

士
別
市
立
「
あ
い
の
実
保
育
園
」

と
士
別
Ｒ
Ｃ
が
創
立
50
周
年
記
念

事
業
に
寄
贈
し
た
遊
具



■会務報告 ・・・ ・・・・・尾崎 学会長

●11月10日に、パークゴルフ同好会の納会が居酒

屋「やまもと」で、行なわれ私も出席致しました。

親睦を深めながらパークゴルフ談義に盛り上りま

した。今年は、新会員の森竹会員が年間優勝との

ことで、おめでとうございます。剣淵川不動パー

ク場が改修され、来年も健康増進と技術向上をめ

ざし、楽しくプレーをしたいと思います。

●先週は田中文科大臣の３大学不認可問題で世間

を騒がせましたが、新ためて認可が下り、大臣が

謝罪するという事になりました。将来の大学のあ

り方を考えると少子化でもあり、大学の経営その

ものを問われる時が来るのではないかと、思われ

ます。日本の政局も不安定で衆議院の解散、総選

挙が「近いうち」に行なわれるのか。今日から衆

議院予算委員会が開催され、問題は山積している

ようです。

●一方、アメリカでは、オバマ大統領が再選され

ました。今回の勝利演説では、「ＷＯＲＫ」（働

く）と云う言葉を15回も語り、アメリカ経済を再

生し、経済成長を上げることに全力を尽すと演説

をしています。日本政府も対米関係を再構築して

臨んで欲しいと思います。

■幹事報告・・・ ・・・・・・・泉谷 勇幹事

①ロータリー関連書類の引っ越しを16日（金）17

日（土）で考えております、後日、出欠案内を配

布致しますので、どうぞ宜しくお願い致します。

② RI第2500地区第２分区の2013―2014年度のガバ

ナー補佐予定者が決まっています。枝幸ロロータ

リークラブの中美勝秀様です。

③ファミリーパーティーのご案内を配布しました。

参加人数確認の上、今月26日までに出欠の有無の

確認お願いします。

【着通信】・名寄ロータリークラブ会報

■会員卓話・ 宮崎隆雄財団・米山奨学委員長
本日は、ロータリー財団のホームページ上にて

紹介されている内容を抜粋してお伝え致します。

ロータリー財団の各種基金へのご寄付のおかげ

で、ロータリアンによるさまざまな人道的・教育

的プロジェクトが可能になります。

各種基金とは、財団の人道的・教育的プログラ

ムと文化交流プログラムを支援する年次基金、将

来を碓かなものとする恒久基金、ポリオ・プラス

基金の3種類です。

・年次基金

年次基金は、人々のより良い生活を目指して、

世界各地におけるロータリー・クラブの活動を支

援しています。本基金へのごご寄付は、ロータリー

財団の使命のために地元や海外の地域社会で役立

てられ、ロータリーによる質の高いプロジェクト

に使用されます。

「毎年あなたも100ドルを（EREY）」と呼ばれる

寄付推進の取り組みでは、ロータリー財団を毎年

支援するよう、一人ひとりのロータリアンに呼び

かけています。

2012－13年度のEREYの全世界募金目標（年次基

金目標）は、１億2000万ドル（96億円）です。

・恒久基金

「この世を去った後も末永く支援を続けていく

方法、それは、ロータリー財団の恒久基金への寄

付です」と言うフレーズにて紹介されています。

この基金を通じてご寄付は、将来何世代にもわたっ

て世界中のニーズに応えていくための偉大な力の

一部となるのです。

恒久基金の当初の募金目標だった２億ドルは、

予定より６年早く、2005年に達成されました。次

なる目標は、2025年までに10億ドル（800億円）を

募金することです。１年度に、恒久基金からおよ

そ800万ドル（６億４千万円）が財団プログラムの

支援に充てられます。

・ポリオ・プラス基金

1985年のポリオ・プラス・プログラムの発足以

来、経口ポリオワクチンを接種した子どもの数は2

0億人を上回ります。

また、ポリオ撲滅に必要な資金として、撲滅活

動の最終局面を迎えた2010年から2012年にかけて、

年間推定８億5，000万ドルが必要とされており、

この資金はすべて寄付によって賄われています。

ポリオウイルスが常在する４カ国からのウイルス

伝搬を阻止し、ポリオが一度なくなった国での感

染を抑止できれば、必要な資金も少なくなります。

このため、世界ポリオ撲滅推進計画では、世界の

発症状況やロータリーをはじめとする寄付者から

の支援額に応じて、四半期に１度、撲滅プログラ

ムの予算を修正しています。

と言う様に紹介されています。

当クラブでは、毎月500円づつご寄付を頂くワン

コイン寄付、結婚記念日を祝してご寄付を頂く二

ヤ二ヤボックス合わせて年間7，500円（約90ドル）

と不足分を会より補填し「毎年あなたも100ドルを

（EREY）」の目標達成をしております。

会員の皆様には、この趣旨をご理解頂き、今後

ともご協力頂けます様、改めてお願い申し上げた

いと思います。よろしくお願い致します。

■平成24年度士別ロータリークラブ
パークゴルフ同好会年間成績

（３回以上出席で、ハンディ含む）

▼優勝＝森竹忠廣（317）▼準優勝＝織戸俊二

（326）①坂口芳一（326）②山口哲雄（328）③武

田 修（332）④山本俊一（342）⑤佐藤元信（343）

⑥宮崎隆雄（352）⑦奈良康弘（363）⑧高山 稔

（394）


